
＝
敬
称
略
＝

佐
藤
雪
菜(

広
面
小
３
年)

最
優
秀
賞

佐
藤
な
る
さ
ん

水
稲
・
大
豆
・
野
菜
の
複
合
経
営
。
転
作
大
豆
の
大

規
模
な
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
「
芝
野
転

作
組
合
」
の
代
表
を
務
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
大

豆
生
産
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
畑
で
栽
培
し
た
野
菜
や

切
り
花
、
手
作
り
の
漬
物
な
ど
を
持
ち
寄
り
、

直
売
所
で
の
販
売
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
移
動
販

売
を
18
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
ま
す
。

農地・水・環境といった共有資源の
保全管理を目的に「上町やぶれ会」「上
野あぜみち会」「小阿地ふるさと環境保
全隊」「末戸松本みのり会」が、平成20
年に協議会を結成。水路の維持管理や
環境美化活動などを行っています。

仁井田堰土地改良区
農地・水・環境保全向上対策
四ツ小屋地域協議会(四ツ小屋)

《
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
部
門
》

矢
嶋
浩
二

(

御
所
野
小
４
年)

こ
の
絵
は
、

神
宮
寺
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
笑

顔
で
か
ぼ
ち
ゃ
を
収
穫
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
作
る
〟い
ぶ
り
が
っ
こ
〟

が
大
好
き
で
、
私
も
い
ぶ
す
作

業
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞

水
稲
・
大
豆
・
野
菜
の
複
合
経
営
。
横

浜
市
か
ら
新
規
就
農
の
た
め
家
族
で
秋

田
市
へ
。
無
農
薬
・
無
肥
料
米
の
生
産
と
、

大
豆
や
米
粉
を
使
っ
た
加
工
品
の
販
売

を
夫
婦
二
人
三
脚
で
行
っ
て
い
ま
す
。《ファームランド部門》

こ
ど
も

絵
画
部
門

ふれあいランド旭川販売所

優秀賞

《パフォーマンス部門》
(旭川)

さ
ん(

豊
岩)

佐
々
木
小
春(

大
正
寺
小
１
年)

齊
藤
晴
香(

上
新
城
小
３
年)

齊
藤
美
彩
希(

上
新
城
小
３
年)

橋
桜
季(

上
新
城
小
３
年)

渡
部
倫(

上
新
城
小
３
年)

虻
川
菜
緒(

桜
小
４
年)

佐
藤
海
成(

豊
岩
小
５
年)

田
口
春
樹(

豊
岩
小
５
年)

特
別
賞

《
ベ
ス
ト
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
部
門
》

深
井
伸
さ
ん(

雄
和)

最
優
秀
賞

優秀賞

優
秀
賞

あきた
ファーマーズ
アワード

佐藤なるさんの作品
「笑顔のおばあちゃん
とかぼちゃ」

高い技術と優れた経営能力で地域
農業の担い手として確かな実績をあ
げている優秀な農家のみなさん
(ファーマーズ)を表彰しました。
受賞おめでとうございます。

優秀な農家を表彰する
深
井
さ
ん

…
「
転
作
田
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

質
・
量
と
も
優
れ
た
大
豆
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
仲
間
と
協
力
し
合
っ
て
頑
張
り
ま
す
」

…
「
今
回
の
受
賞
は
安
全
安

心
な
食
べ
物
を
作
り
た
い
、
と
い
う
自

分
た
ち
の
思
い
を
理
解
し
、
応
援
し
て

く
れ
る
秋
田
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
２
人
で
頑
張
り
ま
す
」

矢
嶋
さ
ん

…
「
会
員
み
ん
な

が
〟野
菜
作
り
っ
て
楽
し
い
〟
と
思
い
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
移
動
販
売
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
て
い
る
か
た
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

代
表
の
北
川
セ
チ
子
さ
ん

…「地域の美しい
環境を自分たちの手で守り後世に残す
ため、農家以外のかたとも協力しなが
ら、今後も活動していきます」

会長の榎政良さん

04

髙

自慢の大豆です

加工品もおいしいですよ

チームワークばっちり(前列中央が北川代表)

郷土を美しく！(左が榎会長)



第２席�柿　真知子さん(飯島) 高橋禮子さん(手形)
第３席�五十嵐修司さん(広面) 伊藤博さん(添川) 秋山優大郎さん(泉)
佳　作�木村吉雄さん(土崎) 佐々木榮子さん(港北)

安田晶子さん(御野場) 辻　斂さん(下新城)
臼木嬉子さん(御所野) 佐藤セイ子さん(楢山)
三浦栄さん(保戸野) 鈴木綾子さん(桜)
鈴木チエさん(御所野) 安藤榮子さん(土崎)

『納税で 描く秋田の 未来地図』

12月６日の表彰式で
(写真前列右が第１席の木村紀美さん)

第１席�木村紀美さん(土崎)

「申告書作成会場」は、所得税(譲渡所得を含む)、
消費税、贈与税の申告書を作成する会場です。秋田
南・北税務署内には申告書を作成する場所がありませ
んので、申告書の作成は下記の「申告書作成会場」を
ご利用ください。

申告書作成会場のご利用を

国税庁ホームページでは、「確定申告書等
作成コーナー」から電子申告(e-Tax)できる
ほか、税務署へ提出する申告書などの印刷
ができます。

e-Taxは、あらかじめ登録すればインターネットで
国税に関する申告や納税などの手続きができる便利な
システムです。一定の要件を満たすと、最大5,000円
の税額控除を受けられたり、添付書類の提出を省略で
きたりします。詳しくはホームページをご覧ください。
国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/

ネットで確定申告できます

確定申告の
問い合わせ

秋田南税務署☎(832)4121
秋田北税務署☎(845)1161

■秋田南税務署の申告書作成会場

■秋田北税務署の申告書作成会場

所得税�２月16日(水)～３月15日(火)
贈与税�２月１日(火)～３月15日(火)
消費税(個人事業者)�３月31日(木)まで

受
付
期
間

※所得税の還付申告書は、２月16日(水)より前でも提
出できます

確 告申定

第１席の木村さん…税を安全安心で活力ある、秋田市の未来の
まちづくりのために役立ててほしい、という気持ちで作りました。

市民税・県民税の申告は、２月８日(火)から３月15日(火)までです。
詳しい日程、会場などは、広報あきた２月４日号でお知らせします。

平成22年分

日時／２月１日(火)～３月15日(火)の平日
午前９時～午後４時

会場／秋田県労働会館「フォーラムアキタ」

日時／２月１日(火)～３月15日(火)の平日
午前９時～午後４時

会場／セリオン２階イベントホール

(中通六丁目７-36)…駐車場がありません

ので、バスなどをご利用ください

要介護(要支援)の認定を受けてい
る65歳以上のかた(昭和21年１月１
日以前生まれ)は、認知症などで障が
い者に準ずると認められると「障害
者控除対象者認定書」が交付され、
市・県民税や所得税の申告のときに
障害者控除を受けることができます。
認定書の申請は、控除を受けよう

とするかたの印鑑(扶養親族などが申
請する場合はそのかたの印鑑も)を持
って、介護・高齢福祉課、河辺市民セ
ンター、雄和市民センターへ。申請
書は市ホームページからも入手でき
ます。なお、各種障害者手帳をお持
ちのかたは申請の必要はありません。

障害者控除対象者
認定書を交付します

介護・高齢福祉課☎(866)2407

問い合わせ

市・県民税第４期、国民健康保険税
第７期の納期限は１月31日(月)です
納税課☎(866)2059
国保年金課☎(866)2189

納
税
標
語
が
決
定

市
と
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
共
催
で
募
集

し
た
今
年
度
の
納
税
標
語
。
応
募
総
数
108
点
の

中
か
ら
次
の
み
な
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。
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